
見張り不十分, 

40隻, 62%

居眠り運航, 

11隻, 17%

操船不適切, 

9隻, 14%

他船の過失, 

4隻, 6%

荒天準備不良, 1隻, 1%
一本釣り, 

25隻, 

38%

底引き, 14隻, 21%
まき網, 5隻, 8%

延縄, 5隻, 

8%

刺し網, 

5隻, 

8%

運搬船, 

2隻, 3%

その他, 9隻, 14%

過去５年間における衝突海難の月別発生状況
（平成24～28年）
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漁船海難で多いのは「 衝突 」です!!

過去５年間における海難種類別発生状況は衝突海難が

６５隻（２３％）と最も多くなっています。また、衝突海難月

別発生状況は、７月が１２隻と最も多くなっています。

衝突, 65隻, 

23%

運航阻害, 

45隻, 16%

転覆, 38隻, 14%

推進器障害, 

29隻, 11%

機関故障, 

23隻, 8%

浸水, 

20隻, 

7%

その他, 58隻, 

21%

２７８隻

過去５年間における海難種類別発生状況
（平成24～28年）
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過去５年間における衝突海難の事故原因別発生状況
（平成24～28年）

６５隻

過去５年間における衝突海難の漁業種類別発生状況
（平成24～28年）

漁業種類別では一本釣りが２５隻（３８％）と最も多く、事故原因別では、見張り

不十分が４０隻（６２％）と最も多くなっています。

６５隻



青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県

６隻 ５隻 ５隻 １隻 ２隻 ２隻

H29 東北地方 漁船海難発生状況（６月末現在）

死者・行方不明者数： ９人

衝突海難を防止するために!!

操業中及び作業中であっても見張りを徹底しましょう！

衝突回避動作は早目に行いましょう！

自動操舵中であっても見張りを徹底しましょう！

簡易型ＡＩＳ等を有効活用しましょう！

海の事故ゼロキャンペーン【７月１６日～３１日】海の事故ゼロキャンペーン【７月１６日～３１日】

重点
事項 １ 小型船舶の海難防止

重点
事項 ２ 見張りの徹底及び船舶間のコミュニ

ケーションの促進

重点
事項 ３ ライフジャケットの常時着用等自己

救命策の確保

出航する前にはしっかり船体、機関等の点検を!!

常時適切な見張りの徹底

早めに相手船にわかりやすい動作をとる

国際VHFや汽笛信号などを活用する

AIS情報の活用と正しい情報の入力

ライフジャケットの常時着用

連絡手段の確保（防水パックの利用）

海の緊急通報

このほか、東北地方独自に、次の２つを重点事項として活動を推進します。

簡易型AISの活用による衝突海難防止の取り組み

気象状況を踏まえた荒天への適切な対応

重点
事項 １

重点
事項 ２

相手船の存在に気付いていなかったり、相手船が避けてくれるだ

ろうと衝突回避動作をとらず、衝突してしまった場合がほとんどです。

見張りを徹底し、衝突回避動作は早目に行いましょう！

衝突海難を防止するために!!

H29 東北地方 漁船海難発生状況（６月末現在）
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